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(57)【要約】
【課題】記録されている膨大な量の医用画像への簡易、
迅速なアクセスを可能とするとともに、読影作業のさら
なる効率化を図ることのできる検査画像閲覧システムお
よび該システムを組み込んだ超音波診断装置を提供する
。
【解決手段】撮影された画像の中から読影者が関心を有
する関心画像と比較される画像を、この画像を含む検査
の全撮影画像内から抽出する代表画像抽出手段１５と、
代表画像抽出手段１５によって抽出された代表画像に、
代表画像の前後に撮影された検査画像を選択表示可能と
するアクセスタブＴを組み合わせて表示させる表示画像
構成手段１６とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影された画像の中から読影者が関心を有する関心画像と比較される画像を、前記画像
を含む検査の全撮影画像内から抽出する代表画像抽出手段と、
　前記代表画像抽出手段によって抽出された代表画像に、前記代表画像の前後に撮影され
た検査画像を選択表示可能とするアクセスタブを組み合わせて表示させる表示画像構成手
段と、
　を備えることを特徴とする検査画像閲覧システム。
【請求項２】
　前記表示画像構成手段は、前記関心画像に対しても前記アクセスタブを組み合わせるこ
とを特徴とする請求項１に記載の検査画像閲覧システム。
【請求項３】
　前記表示画像構成手段は、前記代表画像が検査の全画像内に複数存在する場合に、前記
アクセスタブとともに、複数の前記代表画像のみを順次選択表示させることのできる選択
タブを組み合わせることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の検査画像閲覧シス
テム。
【請求項４】
　前記表示画像構成手段は、前記関心画像が撮影された画像の中に複数存在する場合に、
前記アクセスタブとともに、複数の前記関心画像のみを順次選択表示させることのできる
選択タブを組み合わせることを特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の検
査画像閲覧システム。
【請求項５】
　撮影された画像の中から読影者が関心を有する関心画像と比較される画像を、前記画像
を含む検査の全撮影画像内から抽出する代表画像抽出手段と、
　前記代表画像抽出手段によって抽出された代表画像に、前記代表画像の前後に撮影され
た検査画像を選択表示可能とするアクセスタブを組み合わせて表示させる表示画像構成手
段と、
　前記関心画像及び複数の検査リストの中から前記代表画像を含む検査を選択する入力手
段と、
　前記関心画像及び前記代表画像を並べて表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、読影者が検査画像を読影する際に使用され、その読影を支援する検査画像閲
覧システムおよび該システムを組み込んだ超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、被検体内部の情報を収集し、この収集された情報に基づいて被検体内部を画像化
して医用画像を生成する医用画像診断装置が用いられるようになっている。この医用画像
診断装置としては、例えば、Ｘ線診断装置やＣＴ（computed tomography：コンピュータ
断層撮影）装置、超音波診断装置、磁気共鳴診断装置、ガンマカメラやＰＥＴ（positron
-emission tomography：ポジトロン放出断層撮影）、及び診断用ワークステーション等が
該当する。生成された医用画像はこれらの医用画像診断装置上に表示され、読影者はこれ
らの医用画像を基に計測・解析等を行って注釈を付加したり、或いはレポートを作成した
りする。
【０００３】
　医用画像診断装置によって撮影される被検体内部の情報は膨大な量になり、生成される
医用画像の枚数も多くなる。そのため、これら大量の医用画像の中から読影に必要な医用
画像を検索、抽出することは大変である。そこで、この弊害を少しでも軽減すべく、以下
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の特許文献１では次のような発明の構成が開示されている。
【０００４】
　すなわち、表示される医用画像を参照して行う読影作業を支援する技術によっては、複
数の医用画像を格納し、行われた読影作業を特定する読影作業情報と該読影作業で参照さ
れた医用画像の画像属性情報を対にして記録し、この記録に基づき、医用画像の参照頻度
を医用画像毎に取得し、記録された画像属性情報で特定される医用画像に対して、該医用
画像の参照頻度に基づいて算出される優先度を設定し、複数の医用画像から所定の優先度
が設定された医用画像を取得してモニタ上に表示するようにしている。
【０００５】
　このような構成を採用することによって、大量の医用画像の中から読影に必要な医用画
像を操作者に速やかに提示することで、読影作業の効率化を図ることができるとされる。
【特許文献１】特開２００６－２７１５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１においては、予め定められた優先度に基づいて複数の医
用画像から選択を行って表示させることとしている。この方法は、例えば、ある医用画像
について読影作業を行う際に、様々な被検体の医用画像を基に判断等を行う際には有用で
あるが、同一の被検体に関する経時変化等を観察する際には決して使い勝手の良いもので
はない。
【０００７】
　例えば、術後の経時変化の観察、治療効果の判定、或いは、産科における胎児の成長観
察を行うために、読影者が関心を示して読影の対象とする医用画像を基にして、過去に撮
影された医用画像との間で対象の形状、サイズ等を比較することが行われる。このような
比較が行われる際には、特に同じような撮影条件で撮影された医用画像を並べて行われな
ければ正確な判断を下すことはできない。
【０００８】
　医用画像診断装置の中でも、特に超音波診断装置を使用して撮影する場合には、操作者
が超音波プローブを被検体の体表に直接接触させてその内部情報を収集する。撮影は操作
者がプローブを被検体に当てる角度や撮影条件を様々に調整しながら行われる。そのため
、撮影の結果取得される医用画像は、大げさに言えばその医用画像ごとに異なる撮影条件
の下で撮影されることになる。また、近年撮影した医用画像を記録しておく、例えばＤＶ
Ｄやハードディスク等の記録メディアの大容量化が進み、操作者も撮りこぼしをできるだ
け少なくするために、１回の検査でできるだけ撮影を行い、より多くの情報を得ようとす
る傾向がある。
【０００９】
　このような状況の下では、記録されている被検体内部の情報の中から必要な、或いは適
切な情報を検索して読影作業を行うことは非常に困難である。特に上述したように超音波
診断装置によって撮影を行い撮影された検査画像を使用して読影作業を行う場合には、読
影作業の効率化の観点から決して無視することのできない問題点である。
【００１０】
　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、記録されて
いる膨大な量の医用画像への簡易、迅速なアクセスを可能とするとともに、読影作業のさ
らなる効率化を図ることのできる検査画像閲覧システムおよび該システムを組み込んだ超
音波診断装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の実施の形態に係る第１の特徴は、検査画像閲覧システムにおいて、撮影された
画像の中から読影者が関心を有する関心画像と比較される画像を、この画像を含む検査の
全撮影画像内から抽出する代表画像抽出手段と、代表画像抽出手段によって抽出された代
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表画像に、代表画像の前後に撮影された検査画像を選択表示可能とするアクセスタブを組
み合わせて表示させる表示画像構成手段とを備える。
【００１２】
　本発明の実施の形態に係る第２の特徴は、超音波診断装置において、撮影された画像の
中から読影者が関心を有する関心画像と比較される画像を、この画像を含む検査の全撮影
画像内から抽出する代表画像抽出手段と、代表画像抽出手段によって抽出された代表画像
に、代表画像の前後に撮影された検査画像を選択表示可能とするアクセスタブを組み合わ
せて表示させる表示画像構成手段と、関心画像及び複数の検査リストの中から代表画像を
含む検査を選択する入力手段と、関心画像及び代表画像を並べて表示する表示手段とを備
える。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、記録されている膨大な量の医用画像への簡易、迅速なアクセスを可能
とするとともに、読影作業のさらなる効率化を図ることのできる検査画像閲覧システムお
よび該システムを組み込んだ超音波診断装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、本発明の実
施の形態の説明においては、検査画像閲覧システムを超音波診断装置に組み込んだ場合を
例に挙げる。
【００１５】
　図１は、本発明の実施の形態における超音波診断装置１の内部構成を示すブロック図で
ある。超音波診断装置１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１ａと、ＲＯＭ(Read O
nly Memory)１ｂと、ＲＡＭ（Random Access Memory）１ｃ及び入出力インターフェイス
１ｄがバス１ｅを介して接続されている。入出力インターフェイス１ｄには、入力手段１
ｆと、表示手段１ｇと、通信制御手段１ｈと、記憶手段１ｉと、リムーバブルディスク１
ｊと、駆動部制御手段１ｋとが接続されており、駆動部制御手段１ｋによって超音波診断
装置１の各駆動部１ｌが制御される。
【００１６】
　ＣＰＵ１ａは、入力手段１ｆからの入力信号に基づいてＲＯＭ１ｂから超音波診断装置
１を起動するためのブートプログラムを読み出して実行し、記憶手段１ｉに格納されてい
る各種オペレーティングシステムを読み出す。またＣＰＵ１ａは、入力手段１ｆや入出力
インターフェイス１ｄを介して、図１おいて図示していないその他の外部機器からの入力
信号に基づいて各種装置の制御を行う。さらにＣＰＵ１ａは、ＲＡＭ１ｃや記憶手段１ｉ
等に記憶されたプログラム及びデータを読み出してＲＡＭ１ｃにロードするとともに、Ｒ
ＡＭ１ｃから読み出されたプログラムのコマンドに基づいて、データの計算または加工等
、一連の処理を実現する処理装置である。
【００１７】
　入力手段１ｆは、超音波診断装置１の操作者が各種の操作を入力するキーボード、ダイ
ヤル、被検体に直接接触させて被検体の内部情報を取得するプローブ等の入力デバイスに
より構成されており、操作者の操作に基づいて入力信号を作成しバス１ｅを介してＣＰＵ
１ａに送信される。また、超音波診断装置１には、キーボード等だけでなく専用の操作パ
ネルが設けられており、その操作パネル上の入力デバイスを介して操作画面に対する操作
を行うこともできる。表示手段１ｇは、例えば液晶ディスプレイであり、例えばＣＰＵ１
ａからバス１ｅを介して出力信号を受信し、ＣＰＵ１ａの処理結果や読影作業を行うため
の画像等を表示する手段である。
【００１８】
　通信制御手段１ｈは、ＬＡＮカードやモデム等の手段であり、超音波診断装置１をイン
ターネットやＬＡＮ等の通信ネットワークに接続することを可能とする手段である。通信
制御手段１ｈを介して通信ネットワークと送受信したデータは入力信号または出力信号と
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して、入出力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅを介してＣＰＵ１ａに送受信される。
【００１９】
　記憶手段１ｉは、半導体や磁気ディスクで構成されており、ＣＰＵ１ａで実行されるプ
ログラムやデータ、検査の際撮影された検査画像等が記憶されている。
【００２０】
　リムーバブルディスク１ｊは、光ディスクやフレキシブルディスクのことであり、ディ
スクドライブによって読み書きされた信号は、入出力インターフェイス１ｄ及びバス１ｅ
を介してＣＰＵ１ａに送受信される。
【００２１】
　なお、本発明の実施の形態における超音波診断装置１では、検査画像閲覧プログラムが
記憶手段１ｉ、或いはリムーバブルディスク１ｊに格納されており、ＣＰＵ１ａに読み込
まれ実行されることにより、検査画像閲覧システム１０が超音波診断装置１に実装される
ことになる。
【００２２】
　図２は、検査画像閲覧システム１０が超音波診断装置１に実装された場合の内部構成を
示すブロック図である。検査画像閲覧システム１０は、受信手段１１と、判断手段１２と
、画像選択手段１３と、リスト生成手段１４と、代表画像抽出手段１５と、表示画像構成
手段１６と、送信手段１７とから構成される。この検査画像閲覧システム１０の各構成手
段の機能については、読影者が検査画像を閲覧する流れを説明する中で併せて説明を行う
。
【００２３】
　図３は読影者が検査画像を閲覧する流れを示すフローチャートである。上述したように
、術後の経時変化の観察、治療効果の判定、或いは、産科における胎児の成長観察を行う
場合には、読影者が関心を示して読影の対象とする医用画像（以下、このような医用画像
を便宜上「関心画像」と総称する。）と過去に撮影された医用画像（以下、便宜上「過去
画像」と総称する。）とを比較する。従って、読影者は関心画像と過去画像をそれぞれの
画像が含まれる検査の全画像の中から適切な画像を選択することになる。判断手段１２は
、読影者が関心画像を選択しているかを判断して関心画像を選択している場合には、画像
選択手段１３にその旨送信する。
【００２４】
　画像選択手段１３は、術後の経時変化の観察等を行うに適切な関心画像を選択するため
に、その検査に含まれる全画像を記憶している記憶手段１ｉにアクセスして、例えばサム
ネイル（Thumb-nail）の形式で表示手段１ｇに表示させる（ＳＴ１）。なお、本発明の実
施の形態では超音波診断装置１の記憶手段１ｉに各検査ごとの全ての撮影画像が記憶され
ていることを前提に説明を行う。但し、例えば、通信制御手段１ｈを介して超音波診断装
置１が接続されている通信ネットワーク上に設けられている、例えば画像サーバに撮影画
像が記憶されている場合には、その画像サーバにアクセスすることによって必要な画像を
取得するようにしてもよい。
【００２５】
　図４は、表示手段１ｇにサムネイル形式で検査画像が表示された状態を示す画面例であ
る。表示手段１ｇは大きく上下２段に別れ、上段２１には被検体について行われた検査の
一覧が表示される。読影者はこの上段２１に表示された検査リストの中から読影を行う検
査画像を含む検査を選択する。
【００２６】
　下段２２には、選択された検査において撮影された検査画像がサムネイル形式で表示さ
れる。サムネイル形式を採用したのは、上述したように１回の検査において撮影される検
査画像の量が多くなる傾向にあるため、例えば１枚１枚表示させたのでは読影者が適切な
関心画像を選択するまで時間がかかってしまい、読影作業の効率が損なわれてしまうから
である。サムネイル形式のように多くの検査画像が一覧形式で表示されることによって読
影者も適切な関心画像を選択することが容易になる。
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【００２７】
　なお、サムネイルで表示させる検査画像はその検査内で撮影された全ての検査画像であ
っても、或いは、心臓の検査画像の場合には、例えば収縮末期の状態で撮影された検査画
像だけを予め選択して表示させるようにしても良い。すなわち、表示させる検査画像や表
示枚数等は任意に定めることができる。また、図４ないし図７においては表示手段１ｇに
表示される画面例を示しているが、これらはあくまでも一例に過ぎず、これらの画面を構
成する各構成要素の取捨選択、レイアウトやデザイン等の仕様については任意に定めるこ
とができる。
【００２８】
　読影者がサムネイル形式で表示手段１ｇに一覧表示された検査画像の中から読影の対象
とし、過去画像と比較を行うための関心画像が選択されると、その選択された画像が拡大
されて画像選択手段１３によって表示手段１ｇに表示される（ＳＴ２）。図５に示すよう
に、表示手段１ｇの下段２２に読影者によって選択された関心画像Ａが１枚表示される。
【００２９】
　一方、画面例上段２１には、画像選択手段１３によって選択された関心画像を撮影され
た被検体と同一の被検体に関して過去行われた検査の一覧（リスト）がリスト生成手段１
４によって生成される（ＳＴ３）。リスト生成手段１４は、記憶手段１ｉにアクセスして
同一の被検体に関する検査が過去行われているか否かを検索した上で、そのような検査が
あった場合には記憶手段１ｉから必要な情報を取得しリスト化する。検索する際には、例
えば、検査画像ごとに付与されている識別子（例えば、患者ＩＤ等）を手がかりとする。
リスト生成手段１４によって生成されたリストは、表示画像構成手段１６によって、例え
ば、日付順等、読影者が選択し易いように画面構成されて表示される。
【００３０】
　読影者は、上段２１に表示されたその被検体について過去行われた検査の中から関心画
像Ａと比較の対象とする過去画像を含む検査を選択する（ＳＴ４）。読影者が該当する検
査を選択すると、その情報に基づいて代表画像抽出手段１５がその選択された検査の全検
査画像から代表的な画像を抽出する（ＳＴ５）。
【００３１】
　記憶手段１ｉ（或いは、上述したような画像サーバ）に記憶されている過去の検査に関
する検査画像の中には、読影者がさらに過去の検査画像と比較をした上で計測・解析等を
行って注釈を付加したり、或いはレポートを作成した際に利用した検査画像が含まれてい
る。これら作業が行われた検査画像や読影者によって注釈が付けられた検査画像は、その
検査において読影者が被検体の状態を見る上で注目した画像であるといえる。従ってその
ような画像はその検査において撮影された全検査画像を代表する画像であると言える。
【００３２】
　そこで、読影者による読影作業が終了するたびに代表画像抽出手段１５がそのような画
像をその検査における代表画像として指定し記憶手段１ｉに記憶する。すなわち、記憶手
段１ｉに記憶されている過去の検査に関する検査画像の中にはそのように代表画像と指定
された画像が含まれることになる。
【００３３】
　代表画像が抽出されると、表示画像構成手段１６は、表示手段１ｇに関心画像と並べて
過去画像として表示する（ＳＴ６）。このように関心画像と過去画像とを並べて表示する
ことによって比較し易くなり読影者の読影作業の効率が向上する。この関心画像と過去画
像とを並べて表示した例を示す画面例が図６の画面例である。画面例下段２２には、関心
画像Ａに並んで過去画像Ｂが表示されている。図６に示される関心画像Ａと過去画像Ｂの
画像上部には、三角形の頂点がそれぞれ左右に向いたタブが設けられている。このタブ（
以下、「アクセスタブ」という。）は、代表画像抽出手段１５によって抽出される代表画
像に必ず付加される。
【００３４】
　代表画像抽出手段１５はその検査の中の全検査画像の中から代表画像のみを抽出して表
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示手段１ｇに表示させる。これは、被検体に対して行われた検査において撮影された検査
画像の中で、読影作業を行うに当たって読影者が関心を示す検査画像は、その検査が複数
回に亘っても大きくは変化しないという前提に立っている。すなわち、過去の検査で読影
作業の際用いた（代表）画像は、別の検査に対する読影作業においても使用される可能性
が高い。そのため、まずはそのような代表画像を表示させる。
【００３５】
　しかしながら、その代表画像として表示された画像がそのまま関心画像Ａと比較する画
像として最も適切な画像であるとは限らない場合も出てくる。すなわち、上述したように
、特に超音波診断装置１の場合には、操作者が被検体に接するプローブの位置を細かく変
化させて撮影を行う。そのため、たとえ撮影された画像の時期が同じであり（例えば、心
臓の場合における収縮末期等）、その検査においては読影作業が行われた関心画像であり
代表画像に指定されていたとしても、新たな関心画像と比較して読影作業を行うには不適
切な代表画像も存在する。
【００３６】
　そこで、代表画像抽出手段１５が代表画像を抽出し表示させるに際して、表示画像構成
手段１６がアクセスタブＴも同時に付加して表示する。読影者は関心画像Ａと比較するに
は適切でない代表画像が抽出された場合には、表示されるアクセスタブＴをクリック等す
ることによって、その検査の全検査画像内においてその代表画像の前後に撮影された検査
画像を抽出して表示させることができる。すなわち、アクセスタブＴを利用することによ
って、関心画像Ａと比較するに適切な画像を選択する際に微調整することができることに
なる。
【００３７】
　なお、図６においては、関心画像ＡにもアクセスタブＴが付加されている。これは、関
心画像Ａを基準として過去画像Ｂを選択する場合であっても、比較に適する過去画像Ｂを
選択しているうちに、反対に過去画像Ｂを基準として関心画像Ａを選択することも考えら
れる。そのようなときのために関心画像Ａの方にもアクセスタブＴを付加することによっ
て、より関心画像Ａに対する読影作業の効率化を図ることができる。
【００３８】
　さらには、過去の検査において、代表画像として指定される検査画像が複数枚にわたる
場合も考えられる。例えば、上述したような読影作業において読影者が用いた検査画像が
複数枚ある場合である。そこで、代表画像抽出手段１５がその選択された検査における代
表画像を１枚抽出すると続けてその代表画像の他に代表画像がないかチェックする（ＳＴ
７）。代表画像が複数枚ある場合には、例えば図７の画面例に示すように、選択タブＦＴ
がさらに付加される。この選択タブＦＴを用いることによって、複数枚存在する代表画像
を迅速に表示させることができる。
【００３９】
　代表画像が複数枚指定されている場合には（ＳＴ７のＮＯ）、読影者によって関心画像
Ａと過去画像Ｂとの間の比較を行うに当たって最適な代表画像を選択する（ＳＴ８）。さ
らに、選択された代表画像からその前後に撮影された検査画像をの間で微調整が行われ（
ＳＴ９）、これで関心画像Ａの読影作業を行うに最適な過去画像Ｂが選択されたことにな
る。
【００４０】
　なお、抽出された代表画像が１枚しかない場合（全ての検査画像の中で１枚しか代表画
像として指定されていない場合）には（ＳＴ７のＹＥＳ）、複数の代表画像の中からより
適切な代表画像を選択する手順（ＳＴ８）はスキップすることができるので、あとはより
適切な代表画像を選択するための微調整が行われる（ＳＴ９）。
【００４１】
　関心画像Ａと過去画像Ｂが選択され、確認されると、選択された関心画像Ａと過去画像
Ｂに基づいて読影作業を行うためにビューワが起動する（ＳＴ１０）。そしてそのビュー
ワに表示された関心画像Ａと過去画像Ｂとを用いて上述したような関心画像Ａに対する計
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が開始される（ＳＴ１１）。
【００４２】
　このように、検査において撮影された検査画像の中にその検査を代表する画像を指定し
て記録し、読影作業の際にはその代表画像を抽出して表示させるとともに、その代表画像
の前後に撮影された検査画像への表示切り替えを簡易に行うアクセスタブを付加する。さ
らには、その代表画像が複数枚存在する場合には、それら代表画像間を迅速に表示させる
ことのできるいわゆる選択タブを設けることによって、記録されている膨大な量の医用画
像への簡易、迅速なアクセスを可能とするとともに、読影作業のさらなる効率化を図るこ
とのできる検査画像閲覧システムおよび該システムを組み込んだ超音波診断装置を提供す
ることができる。
【００４３】
　この発明は、上記実施の形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。例えば、上述した実施の形態に
おいては検査画像閲覧システムを超音波診断装置に搭載した場合を例に挙げて説明したが
、その他に、例えば、病院情報管理システム（ＨＩＳ：Hospital Information System）
、医用画像管理システム（ＰＡＣＳ：Picture Archiving Communication System）といっ
た医療機関内に構築された各種管理システムと組み合わせて用いても良い。上記実施の形
態に開示されている複数の構成要素を適宜組み合わせることにより種々の発明を形成でき
る。例えば、実施の形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。
更に、異なる実施の形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】検査画像閲覧システムを搭載した超音波診断装置の内部構成を示すブロック図で
ある。
【図２】検査画像閲覧システムの内部構成を示すブロック図である。
【図３】読影者が検査画像を閲覧する流れを示すフローチャートである。
【図４】表示手段に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図５】表示手段に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図６】表示手段に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図７】表示手段に表示される画面の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　超音波診断装置
　１ｉ　記憶手段
　１０　検査画像閲覧システム
　１１　受信手段
　１２　判断手段
　１３　画像選択手段
　１４　リスト生成手段
　１５　代表画像抽出手段
　１６　表示画像構成手段
　１７　送信手段
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